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令和５年度 第１回豊後高田市総合教育会議議事録 

 

日 時 令和６年２月 16日（金）10：00開会 

場 所 豊後高田市役所高田庁舎３階 

 301会議室 

出席者 市 長    佐々木 敏夫 

    教育委員会 

    教育長    河野 潔 

    委 員    大嶽 由美子 

    委 員    高井 郁朗 

    委 員    護城 和代 

    委 員    松成 康男（欠席） 

    事務局 

    市総務課長  飯沼 憲一 

    教育総務課長 植田 克己 

    学校教育課長 河野 政文 

    文化財室長  板井 浩 

教育総務課総括主幹兼総務管財係長 

岩田 隆宏 

    市総務課総括主幹兼総務法規係長 

矢野 裕治 

報道関係 大分合同新聞記者 

企画情報課広報担当 

     市ケーブルネットワーク担当 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

１．開会 

○市総務課長 飯沼 憲一 

皆さんこんにちは総務課の飯沼でございます。本

日、会議の進行させていただきます。よろしくお願

いします。本日の出席者は、佐々木市長、教育委員

会の河野教育長、大嶽委員、高井委員、護城委員の

５名で、所用により松成委員は欠席となっています。 

ただ今から令和５年度第１回豊後高田市総合教

育会議を開催いたします。 

開会にあたりまして、皆さん、ご了承頂きたいと

思いますが、この会議は法で原則公開することとな

っております。法の趣旨に沿って公開で開催させて

いただき会議録につきましてもホームページで公

開させていただきますのでご了承願います。 

それでは最初に佐々木長よりご挨拶を申し上げ

ます。 

 

２．市長あいさつ 

○市長 佐々木 敏夫 

まず、挨拶に先立ち、石川県能登半島の地震で、 

お亡くなりになられた方々のご冥福と、被災され

た皆さまに、謹んでお見舞いを申し上げるとともに、

一日も早く、平穏な日々が戻りますことを、心より

願っております。 

また、本市といたしましても、県を通じ、先月１

１日から市営住宅の無償提供や、昨日から職員を被

災地へ派遣し、避難所運営などの支援を行っている

ことを報告させていただきます。 

本日は、たいへんお忙しい中、令和５年度の総合

教育会議にご出席いただきまして、誠にありがとう

ございます。 

教育委員の皆様方には、日頃から、豊後高田市の

教育のまちづくりに関し、ご理解とご協力をいただ

いていることに、心より感謝を申し上げる次第でご

ざいます。 

さて、ご案内のとおり、全国的に少子高齢化、人

口減少が大きな問題となっております。 

豊後高田市においても、具体的に田染地域、都甲

地域、草地地域、真玉地域、香々地地域は、不動産

を売却しても、過去の価格で売れるようなことはあ

りません。これ以上人口が減少しますと市民の資産

が大きく目減りしますし、学校の統廃合等も視野に

入ってくるものと思っております。今先ほど申した

地域も移住者のお陰で、学校の存続が確保できてい

ると言っても過言ではないと思っています。   

昨年１２月になりますが、国の機関である社会保

障・人口問題研究所が、2050年までの地域別の推計

人口を公表いたしました。県内の市町村の中には、

今の人口から 50％を切るという厳しい状況も出て

おります。 

豊後高田市は幸いに 71.9％と、県内の中では比

較的に高い水準となっておりますが、それでも大変

です。 



- 2 - 

 

高田の現状を見つめ、人口増のためには、何をす

べきか。対策として、「０歳児からの保育園、幼稚

園の完全無料化」、「中学生までの給食費無料化」、

「高校生までの医療費無料化」、「園児から中学生ま

で 無料で学べる市営塾」、「難関大学 突破に向けた 

高校生のための無料塾」、「高田高校の授業料の完全

無料化」、そして、市外の高校に通う場合、市外か

ら高田高校へ通う場合も、同等額の支援を行ってお

りますし、保育園につきましても、市外の保育園に

通う場合も、同等額の支援を行っております。 

その結果、令和５年も、転入者が転出者を 74 人

上回り、県内で唯一、10年連続、人口の社会増を達

成できました。 

また、宝島社の住みたい田舎ベストランキングで

は、人口別ではありますが、４年連続、全部門１位

を、獲得することができました。 

また、ベスト３は、12年連続になります。 

こうした施策には、財源が必要ですが、市の財政

状況は、３年連続、県内 14市でトップです。 

この財源の確保については、従来と違うやり方を

やっています。ごみ焼却場、し尿処理場、今までは

一括して、管理契約をしています。修理と事務費を

分割することで、修理費を別個で発注しますと起債

対象になります。起債すると事業費の７割が国から

返ってきます。 

本日は、地域の実情に応じた教育の振興を図るた

めの会議でございます。皆様から、ご意見をいただ

きながら、未来を担う子ども達の教育に、全力で取

り組んでまいりますので、何とぞ、よろしくお願い

申し上げます。 

 

３．教育長あいさつ 

○市総務課長 飯沼 憲一 

それでは、続きまして河野教育長からご挨拶を申

し上げます。 

○教育長 河野 潔 

みなさん、おはようございます。 

市長の方から詳しく豊後高田市の教育行政への

支援につきましてはお話をいただきまして、非常に

力強く感じております。私の方から１点だけに絞っ

て話をさせていただきます。 

豊後高田市では市長のリーダーシップのもと、１

月２日に二十歳のつどいを開催して、大盛会に終わ

ることが出来ました。 

その前日ですが、１月に能登半島の大地震が起き

ました。その時に自然災害の恐ろしさ怖さを改めて

感じました。私もテレビの前で思わず正座をして、

アナウンサーが「直ちに避難しなさい」とする表現

を聞いて、その恐ろしさは今でも脳裏に焼き付いて

います。 

先ほど市長からありました住宅を準備すると話

がありました。市長から第３次、第４次避難の際に

は、いつでもこれだけの準備ができているから伝え

てくれとありましたので被災地の教育委員会に連

絡をしました。その中で印象的だったのは、輪島市

の教育長が小川さんという方なんですが、その方と

電話が通じてお話をしました。小川教育長は電話の

向こうで涙を流しているのかなという雰囲気も感

じ、長く話ができたんですが、輪島の教育長も家が

倒壊して、ずっと市の庁舎住まいとなっているとい

うことを知りまして、改めて災害を身近に感じたと

ころであります。 

そして災害の時に学校が果たす役割が重要なも

のがあることも改めて感じたところであります。学

校が物的な支援だけでなく、命の確保、心的支援、

心のケアというものも大事だと改めて感じていま

す。先ほど市長が、豊後高田市においては、学校が

きちんと確保できると、これは市長の地域の活力は

人との市政のもとで、市の職員の皆さんをはじめと

して、市民の皆さんと一体となっていろんな取り組

みをやってきた結果であると思っておりますし、ま

た、学校の重要性・重大性というものを改めて強く

強く感じたところであります。これからも佐々木市

長におかれては、あらゆる視点で、教育委員会への

ご指導をお願いしたいと思っているところであり

ます。今後とも行政と教育委員会がしっかりと連携

をさらに深めていければと思っておりますので、何

卒よろしくお願いしまして、あいさつに代えさせて

いただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

４．協議・調整事項 

○市総務課長 飯沼 憲一 

それでは、協議・調整事項に移ります。 
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会議は、豊後高田市総合教育会議運営要綱の第２

条第３項に基づき、市長が議長として議事進行を行

うこととなっております。 

佐々木市長、よろしくお願いします。 

○（議長）市長 佐々木 敏夫 

それでは、議長を仰せつかりましたので、議事を

進めてまいります。 

７つの項目について、協議・調整をお願いします。 

まず、１番目の「児童・生徒の学力、体力につい

て」事務局から説明をお願いします。 

○学校教育課長 河野 政文 

こんにちは、学校教育課の河野です。私の方から

説明をさせていただきます。座って説明を申し上げ

ます。 

それでは、資料の２ページ、３ページをご覧にな

ってください。今年度の豊後高田市学力定着状況調

査のことを示しております。 

調査の名称にもございますように、学力がどの程

度定着しているのか学習状況がどうであるかを見

取るものであります。そのためこの結果につきまし

ては、子どもたちすべてに個別に、それぞれの学習

状況の個票が渡されます。子どもたちはそれに基づ

いて、今の学習方法がどうあるのか、自分の理解が

どこまで進んでいて、どこをもう少しがんばらない

といけないのか、ということを把握いたします。 

教職員は自分たちの授業のあり方がどうである

か、もう少し改善すべき点がないのか。それを見出

だした場合には、学校組織として授業改善に取り組

む。あるいは、個別指導が必要な児童・生徒につき

ましては、適した個別、最適な課題を用意して取り

組んでいく、そういったものの材料にするのが調査

結果となっております。 

それでは、２ページ３ページのことについてご説

明を申し上げます。まず１番目の豊後高田市学力定

着状況調査は、令和５年 12月 15日に小学校と中学

校を実施しております。青色の部分については、左

にあります本市の正答率、その左にあります目標値

を比較して、３ポイント以上目標値をクリアした場

合は、青色になっております。そうしてみますと小

学校３年生から６年生までにつきましては、全ての

学年につきまして目標値をクリアしております。た

だし小学校５年生の算数については、残念ながら３

ポイント以上のクリアがなかったので白色抜きに

なっているところであります。 

右側の全国平均を見ますとマイナスがついてい

ますが、ほぼほぼ全国平均に近いところにある状況

です。ただし５年生の方につきましては、もう少し

授業の改善、そして個別指導が必要だと捉えている

ところであります。 

右側については良好な項目を載せております。特

にまる３つ目の算数について、小学校４年生・６年

生で全国平均を上回っており、整数や分数の計算、

立体図形について、全国平均を上回っております。 

課題がある項目につきましては、小学校３年生の

国語については、物語文が少し低くなっているとい

うこと、小学校５年生につきましては、割合のとこ

ろに課題があることがわかりました。理科について

は、活用問題に課題ありますという状況にございま

す。 

そのため、今後の対策としましては、わかる授業

に向けた授業の改善、そして特につけたい力を明確

にした単元構想と単元計画。そして個人カルテに基

づいた定着状況の把握と基礎・基本の定着のための

取組み。そして ICTを活用した最適な学びを推進す

ることによって、学習の保障をしていこうというも

のであります。３月になりましたら教科書の方が終

了しますので、この結果を基に分析をして、更に定

着を図るように取り組んでいくところでございま

す。 

３ページをご覧になってください。中学校の方が

載っています。目標値につきましては、全ての教科

で目標値をクリアしています。課題としましては、

英語のリスニングに課題が見られていますので、英

語のリスニング、英文について各学校で取り組んで

いるところでございます。以上でございます。 

次に４ページをお開きになってください。 

全国の体力・運動能力調査の結果が出ております。

赤色のラインが５０となっております。この５０が

全国を５０と見たときの大分県と豊後高田市のグ

ラフとなっています。緑色が大分県、そして青が豊

後高田市というふうになっています。大分県も全国

的には上位の方の体力結果となっておりますし、そ

れをさらに上回るように豊後高田市も伸びている

状況です。 
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小学校については、上体起こしに少し課題が見ら

れていますので、各学校で体力向上に向けた取り組

みをする予定となっております。 

中学校をご覧になってください。持久走のところ

に空欄がございますが、持久走と２０メートルのシ

ャトルランの選択制になっておりますので、豊後高

田市はシャトルランを選択しております。この結果

からみると、課題となりますのは上体起こし、そし

て５０メートル走、立ち幅跳びに課題が見られると

いうふうに思っております。また、授業等々で体力

向上に向けた取り組みをしっかりと取り組んでい

くとなっております。一校一実践がありますので、

その一校一実践に取り組み、そして、子ども達がど

ういうふうにすれば課題解決するかを体育の授業

などでしっかり考えて活かしていくところでござ

います。以上であります。よろしくお願いします。 

○市長 佐々木 敏夫 

はい、ただいま、事務局から説明をいただきまし

たが、皆様方から、ご意見等をお聞かせ願えたらと

思います。 

○委員 大嶽 由美子 

はい、まずもって、正月からの能登半島地震で心

を痛めているところであります。 

豊後高田市の学校は今のところ平穏に過ごせて

いるのかなと思っております。この前、高田中学の

駅伝のニュースを見ましたが、素晴らしい結果でと

ても誇らしく思いました。これも長い間、体力づく

りに取り組んできた成果があるのかなと嬉しく思

っております。 

学力についても、長い間、上位の成績で素晴らし

い結果を出しているということで、市教委もそうで

すが学校現場や子ども達の頑張りがすばらしいな

と思っております。細かいところでは、少し課題も

ありますが、今、学校は目の前の数字を上げるのは

勿論なんですけど、これから先、いろんなことが起

きる時代になりそうなんで、子どもたち自身が考え

る力を、自分自身に考える力を、そして生きる力を

持てるような授業や、学習をしていこうという方向

で、取り組んでおりますので、今の方向が間違って

いないのではないかと思っております。これからも

その方向で新しい機器の活用などで進んでいって

くれたらいいなと思います。 

○委員 高井 郁朗 

大嶽委員の意見とほとんど同義なんですが、先ほ

ど市長のお話の中に高校の授業料無料化、高田高校

に通っている生徒に限らず、他市の高校に通う生徒

にも同等のことをするというのは、これは素晴らし

いなと思っております。これが、人口増、転入が転

出を上回る、74 名ですか上回る要素を大きく締め

ているんじゃないかと思っております。 

それから点数のことも先生たちの努力の結果だ

と思います。 

一昨日の新聞で、本をたくさん読む家庭の子ども

ほど、国語に限らず算数にしても何にしても、細か

い数字は覚えてないんですが、１０点ぐらいは読ま

ない場合と、点数が上がる。こういうことを知らな

い保護者の方がいたら知らせていただいた方がい

いんじゃないかと思う。 

○委員 護城 和代 

私は子育て真っ最中でして、子どもが３人います。

小学生のころからの土曜日講座で、学校以外におい

ても勉強する機会を与えてくれていることは、あり

がたいと思っている。学校の先生とは違う観点から

の指導等もいただけるので、将来への選択肢も広が

り先行きが明るいと思う。学校の教育では先生方が

頑張ってくれている。よく話を聞いてくれるので、

うちの子どもは学校が大好きになっている。ありが

たいなと思っている。先ほど物語のお話があったん

ですが、図書館とかでは５分で結末がわかる本があ

って、長編小説なんかよりも読みやすいんじゃない

かと思う。苦手な子は短い話から読んではどうかと

思いました。勉強をする機会、環境が整っている高

田は素晴らしいと思った。 

○教育長 河野 潔 

今、３名の委員から意見をいただきまして、少し

だけ現場で取り組んでいることを説明します。 

一番大きなこととして、主体的に対話的に話す深

い学びをテーマにして学校で取り組んでいる。 

主体的は自ら、対話的はコミュニケーション能力。

主体的で対話的で深い学びということを目指して

います。そして、大嶽委員も言っていましたように、

子ども達が学ぶとするモチベーション、ずっと持続

させる。そこが決め手になる気がします。そこを子

ども達が自ら学びに取り組むか、そういう取組みを
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進めています。 

また、図書館につきましては先般、100万人を突

破して、私も度々行くんですが、学習ルームにいつ

も高校生、中学生がいます。そういう子ども達の様

子を見ると、自ら主体的・対話的で深い学び、特に

主体的なんだなと非常に力強く思っています。まだ

まだいろんな課題もありますけど、良いところをし

っかり褒めて伸ばす、そういう姿勢で臨んでいかね

ばならないと思っています。 

○市長 佐々木 敏夫 

はい、貴重な意見をありがとうございました。最

後にですね、その他で再度取り上げていこうと思っ

ています。それとですね皆さん方の意見を聞いてお

っても、良くわかるんですが、今、豊後高田市の市

報は活字が従来の市報の３分の１しかありません。

目的をしっかり出す。相手に伝わる。そういう方法

でやっております。そういう意味では教育委員会で

も教育について子ども達に何を訴えて何を知識と

して学んでいただきたいのか目的をはっきり言っ

て説明をする。説明が先だと最後になって、そうい

うことだったんかと前、聞いたことが忘れてしまう

んです。だから目的をはっきり言って、あと説明を

していただくという教育をしていただければあり

がたいなと私はそういうふうに思っております。 

それでは引き続き２番目の「～学校における働き

方改革～部活動の地域移行について」事務局から説

明をお願いします。 

○学校教育課長 河野 政文 

７ページをご覧になってください。 

まず、豊後高田市「部活動の地域移行」の現状に

ついて説明させていただきます。 

学校の働き方改革を踏まえた部活動改革という

ことで、文部科学省がこのように示しております。

文部科学省では生徒にとって望ましい部活動の環

境を構築する観点から、部活動のガイドラインをさ

く策定し、部活動の適正化を推進しています。 

一方、学校の働き方改革は喫緊の課題であり、中

央教育審議会の答申や給特法の国会審議において、

部活動を学校単位から地域単位の取組みとするこ

とが指摘されています。下の段に部活動を巡る様々

な関係者がそれぞれの立場で協力しながら部活動

における教師の負担軽減に加え、部活動の指導等に

意欲を有する地域人材の協力を得て、生徒にとって

望ましい部活動の実現を図るものであるというふ

うに示しております。このように文科省から示され

ておりますが、市長も常々、教職員の働き方改革を

どうか解決をしてほしいという強い願いもありま

す。それらを踏まえて部活動の地域移行を順次進め

させていただいているところでございます。 

豊後高田市の地域移行の考え方ということで、国

の方針と豊後高田市のリソースを踏まえ、「できる

こと」「できるところ」から進めていくとしていま

す。令和７年度末を目途とし、移行期間でございま

すので、令和８年度からは土日を含む、休日の地域

移行がメインとなっていますので、今、そこに向け

て取り組んでいるところでございます。これまでの

現状とこれまでの取組みにつきましては、部活動の

検討委員会を昨年の９月から実施しております。そ

して⑧にあります保護者アンケートを実施してお

ります。そのアンケート等を教職員を含めて分析し

ながら国の動向、県の動向を踏まえて地域移行の取

組みを進めているところでございます。 

あと今後の取組みとしましては、指導者の確保、

財源の確保、子どものスポーツ・文化の機会の確保

を踏まえて検討しているところでございます。 

８ページ９ページについてはガイドライン等を

載せているのでご覧になっていただければと思い

ます。以上でございます。 

○市長 佐々木 敏夫 

 ありがとうございます。 

 これについてのご意見を 

○委員 高井 郁朗 

 今までの学校ごとの部活動から地域へ移行して

の部活動に移行するということで、小さい学校、例

えば、１学年４名とか５名の学校にとっても良いこ

とだなと思っています。例えば小さい学校の中でも、

とても体格の良い男の子がいたら、例えば柔道とか

相撲で本来な才能を発揮できるのに部活動ができ

なくて、せっかくの素質が埋もれてしまうようなこ

とも地域に移行すれば、そういうこともなくなって、

良いことだと思う。 

○委員 護城 和代 

 先生方の負担について、土日に試合があったりす

ると大変だなと思うことが多々あります。学校の先
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生だけではできないことが、地域に色んなスポーツ

をやられている方がいっぱいいらっしゃいますの

で、この方の力を借りて豊後高田市全体で子ども達

を育てていけるといいなと思います。 

○委員 大嶽 由美子 

 私も、この地域移行が時代の流れの中で、大切か

なと思います。一つには子ども達からすると得意な

分野でやりたいなと思ってもなかなかチャンスが

なかったりすることが多かったんですが、いろいろ

な機会をもらえるということで、本当に自分の好き

なやりたいことをできるチャンスを作ってあげら

れるなと思います。大事なのは指導者がどれくらい

いるかということと思うんですが、良い技術や技能

を持たれている方を探して、その方を指導者にする

ことで、その人の技能もあがりますし、そういう人

を探すのが大変だと思うんですが、人材バンクを作

っていくといいなと思いました。学校現場でも聞い

てたんですが、小学校の野球とかで結構、休日も出

てて、先生たちの負担や指導者の負担も大きかった

んで、大変だったと思いますので、そこら辺の働き

方改革も進んでいけばよいなと思います。 

○教育長 河野 潔 

 現在、市内では運動部が３３部あります。近年、

ここ１、２年で文化部の方が１０部。その中で、今、

話題になっています部活動指導員と部活動の外部

指導者があわせて２５名います。そういう中で、こ

れをしっかりふくらませて充実させる方向で動い

ています。例えば豊後高田市の蕎麦に絡んで、蕎麦

打ち部というのを作っています。これはそば打ち道

場で腕を磨いている人たちの力を借りて、そば打ち

部を作っています。また、着物の着付け教室、相当

部というのも発足させていますし、またダンス、茶

道も発足しつつあります。それから文化部、両方と

もこれからしっかりと、まだまだ緒に就いたばかり

でありますけども、どこの学校からも二重席もよい

ですというような方向で取り組んでいます。 

○市長 佐々木 敏夫 

 ４３部あって、２５名の指導者。この指導者は専

任ですか。授業を持っている人が２５名なのか専任

ですか。 

○教育長 河野 潔 

 これは、あくまでも部活動指導員と外部指導者と

学校外の地域指導者であります。この他に学校の中

で部活動の顧問もいます。 

 この部活動指導員と外部指導者を広げていくこ

とによって、教職員の働き方改革につながっていく

のではないかということで、県とこれからも連携し

ながら進めていきます。 

○市長 佐々木 敏夫 

 今の話もあるかと思うんですが、働き方改革で一

番遅れているのは、教育委員会です。 

子ども達に対する情熱や愛情やニーズは多岐にわ

たっております。従来の勤務体制で追いつかない。

それに対して部活動で各部の担当部長を仰せつか

って、子ども達に夜の８時まで練習しなさい。私は

５時に帰りますとできないんです。 

国会や新聞でもニーズがいっぱい出てくるんです。

でもその対策はやってない。そういう意味で要望や

ニーズは多くても、その対策をしっかりやるには財

源です。だからよく高校野球なんかもどこの学校が

強い、柔道もどこが強い、指導者がいい、だったら、

日本全国アスリートもいるので、その人がそのスポ

ーツを辞めたときに待遇をしっかりして、地域に指

導者を設けて、そして教職員と連携していく体制づ

くり、こんなことも大事なのかなと、肝心な元とな

る財源や対策をしなくて要望だけ多いんです。 

 教育にしても子育てにしても、人口が減って人口

の将来が危ぶまれているのに５年、１０年で計画を

立ててやるのではなく、今でしょ。いつやるんです

か。国は甘い。そういう意味で何も手を打たなくて

先生方だけに要望を出すのはいかがなものかなと。

だから国の方ももう少ししっかり取り組んでもら

いたい。アスリートも３０歳を過ぎたら引退など、

第２の人生をサポートしてあげる体制づくりも、よ

くスポーツ専門学校で学ぶとその瞬間は良い。その

人たちの後の就職をしっかりサポートしないと、ス

ポーツの専門学校みたいなところは成り立たない。

そういう一連的なことを国が考えていない。そうい

うことも感じています。 

 はい、３番目、学校の環境整備 

○教育総務課長 植田 克己 

 教育総務課の植田です。よろしくお願いします。

資料につきましては、１１ページからをご覧いただ

きたいと思います。 
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 まず最初に学校トイレの洋式化の推進について

ご説明をさせていただきます。 

学校トイレの洋式化については、生活様式等の変

化により、各家庭においても洋式トイレが普及して

おります。その様な事から、本市においても、普通

教室棟に隣接する小中学校のトイレ等の洋式化を

進めております。 

そういった中で資料の１２ページから１３ペー

ジにかけてなんですが、昨年度、全国の公立小中学

校におけるトイレの洋式化率が、文科省から発表さ

れております。 

１３ページの上の表にある小中学校の洋便器率

をみていただきたいんですが、全国平均で、６８．

３％となっております。 

これが、県内の中でどうなのかは、１４ページに

掲載しておりますとおり、県下全体で６４．２％と

なっております。 

本市は黄色で色付けしておりますが、４８．１％

となっておりますが、これにつきまして、非常に低

く感じられると思うんですが、総合計の数を見てい

ただくとわかりますが、本市のトイレの数が４３０

ということで、実は、現在の校舎は建築からすごい

年数が経っていますけども、建築当時のままのトイ

レ数が採用されている状況にあります。なので、そ

の当時の小中学校の規模としてトイレが設置され

ていますので、現状の児童・生徒数を比較するとト

イレ数としては非常に多い状況となっています。こ

ういった要因もありますので、次年度以降、トイレ

の洋式化は推進していくんですが、一つは適正なト

イレ数がどれくらい必要なのか。真に洋式にすべき

トイレはどれくらい必要なのかの精査を行いなが

ら、洋式化を進めて行きたいと考えています。 

来年度につきましては、ページでは１１ページ一

番下、高田中学校の校舎のトイレ改修工事を１３カ

所ほど実施したいと考えているところでございま

す。 

次に教育用タブレット端末の更新について説明

をさせていただきます。資料は１５ページをご覧く

ださい。 

 皆さんご存じのとおり 2020 年度から GIGA スク

ール構想がスタートしまして、児童・生徒１人１台

のタブレット端末を使って授業をやっていきまし

ょうということが始まって、既に今年で約４年が経

とうとしております。そういった中で、本市におい

ても GIGA スクール構想に併せてタブレット端末を

導入しておりますけども、その前段として 2017 年

度から 2019 年度にかけて、子ども議会での要望に

応えて GIGA スクールよりも先行して 446 台のタブ

レット端末を導入して活用を行っておりました。そ

のため 2020 年度の実施の時は、その 446 台があり

ましたので、不足分の 1294台を導入して GIGAスク

ールを行ってきたというような状況でございます。

今回、新たに更新の補助制度が国で創設されたとい

うことがございまして、それとあわせて、2017年度

から 2019 年度に導入した学習用タブレット端末の

サポート期間の終了等の要因がございまして、まず

もって来年度、この 446台についてタブレット端末

の更新を行っていきたいというふうに考えている

ところでございます。具体的な補助制度については、

15 ページの下段に入れておりますけども、国庫補

助で造成された県の基金を活用して、その補助をい

ただきながら、購入していきたいと考えています。 

 16 ページ、17 ページは国の考え方を示させてい

ただいておりますが、特に 17 ページは今後の更新

計画、これはあくまでも計画でございますので、タ

ブレットの状態、サポート期間の状況によって、若

干、時期がずれるかと思いますけども、現状では

2024 年に 446 台の更新を行い、そのあと、2020 年

に導入したタブレット端末は順次、平準化して年次

計画の中で更新をしていく、１年度に多くの更新を

行わないでよいように常に平準化を図りながら更

新していく、これが大切であると思っておりますの

で、こういった形のなかで、進めて行きたいなと思

っております。以上でございます。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、ありがとうごじました。 

 ご意見を 

○委員 護城 和代 

 トイレの件は家でも洋式化が進んでいく中で整

備が進んでいくのはありがたいことだなと思って

おります。ICT化のタブレット件に関しては、携帯

電話がある中で、機械を扱う機会が、子ども達が小

さい時から触れる状況にあります。都会の方と同じ

ように地方の方でも同じ教育が受けれるっていう
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ことは、とても大切な事だと思います。 

○委員 大嶽 由美子 

 トイレの件は、護城さんがおっしゃられたとおり

で、これから進めていただければと思います。タブ

レットの方は更新するには財源が必要だとお聞き

したんですけど、国の補助とかも含めて市は進めて

くれてますが、子ども達も十分活用して、大人も顔

負けする活用でびっくりしています。また、これか

らもよろしくお願いします。 

○委員 高井 郁朗  

 洋式トイレは足の不自由な人や体の不自由な人

のためにも洋式化をぜひ進めていってもらいたい

と思っています。 

 タブレットの方もコロナ禍で GIGA スクールが早

まって前倒しになったと聞いております。新しいタ

ブレットや GIGA スクールとか新しい機械こそが出

るときこそ、使いようによっては差がつくものじゃ

ないかなと思いますので、ぜひ、タブレットを有効

利用して教育に役立てていただきたいと思ってい

ます。 

○教育長 河野 潔 

 一点だけ、タブレットにつきましては、更新がい

よいよ始まったところであります。更新費にはしっ

かりと文科省の方も対応してほしいと、導入の時に

市長もかなり対応をしていただいております。 

 トイレの洋式化につきましては、新しく導入して

いる部分はシャワートイレをセットにして導入し

ております。予算のぎりぎりのところまで、できる

ところから進めて行っているところであります。 

○市長 佐々木 敏夫 

 事務局にお尋ねしますが、洋式トイレの洋便器率

が 48.1％ですね。それと学校によっては生徒数が

多い時はトイレの数が、当然、多い訳で生徒数が少

なくなった場合、トイレの数は多い時のトイレの数

で洋式になっているのか、なってないのかで比率が

違うと思うんです。これは高田小学校、桂陽小学校

以外はほとんど実質的に生徒の人数割れでトイレ

の数が多いと思うんです。これは高田だけじゃなく

して、人口減少が顕著に進んでいるところは同じ形

が出ているんです。これの基準を出す以上、統一的

見解を、校舎トイレは１０個ある、生徒は５人しか

おりませんというところは、そういう利用率も含め

て実態にあわせて統一見解にしないと、これでいく

と洋式率といったら、国東市も人口がどんどん減っ

ている。大野郡も、宇佐の安心院、院内も減ってい

る。佐伯も減っていて、そういうところが数字は良

いんです。おかしいところがある。そこが、ちゃん

とした考え方と、ここは洋式化を生徒が少ないんで、

３つあったら 100％ですよというような何か基準

がないと生徒の数と利用率を考えて県が統一的な

見解じゃないと、このデータを見たって、どこを見

て基準なのかわからない。そこは教育委員会で県と

しっかり協議するように。データで、遅れているか

ら整備してくださいと言っても、使わないのに整備

していくのはいかがなものかと思う。このデータで

は基準がわからない。 

 次の会議において、そこを整理してください。 

○教育総務課長 植田 克己 

 はい 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、４番目「いじめ防止及び不登校対応につい

て」を 

○学校教育課長 河野 政文 

 はい、19ページをご覧になってください。 

 令和５年度２学期末のいじめ調査結果を載せて

おります。 

 いじめの定義に基づいて、ご説明をします。早期

に気付き、すぐに対応することによって、子どもた

ちの不安等、人間関係の不具合を解消していくとい

うような取り組みを続けてきております。結果とい

たしまして、いじめを認知した学校数につきまして、

小学校が 11校中、11校、認知件数は 173件。中学

校につきましては、認知した学校が５校、認知をし

ないと回答したのが１校、認知件数は 69 件となっ

ております。小中合わせますと 242件、２学期末に

いじめの認知をして対応しているところでありま

す。 

 ２学期末時点の状況ですが、右側に記載をしてお

ります。小学校については、解消したのが 78 件、

取り組み中が 95 件、中学校が解消したのが 45 件、

取り組み中が 24 件となっております。委員さん方

もご存じのとおり、解消につきましては、事案が起

こってから３か月を経過した時点で、そういった行

為がないとか、そういった心理的な嫌な気持ちがな
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いかということを本人、保護者に確認した上で、解

消ということになります。取り組み中の数がこうい

った数になっておりますのでご理解をお願いしま

す。 

学校と教育委員会といたしましても、しっかりと

対応して子どもたちの人間関係がうまくいくよう

に、不安が取り除かれるようにと取組みを継続して

いるところでございます。 

中段の棒グラフでは過去５年間のいじめの認知

数の推移を記載しております。あまり増減なく一定

数の認知をしております。下段には過去５年間の２

学期末の不登校の推移を示しております。2023 年

度、今年度は小学校が９、中学校が 13 人の不登校

の状況にございます。特に中学校が多くなっている

んですが、教育支援センター・ビリーブと連携をし

て、休んでいる子どもさん、学校の中で別室登校に

よって支援を受けている子どもさん、なかなかお家

の方から、学校支援センター・ビリーブでも難しい

という子どもさんについては、担任等の家庭訪問、

それから今は、スクールソーシャルワーカーが専門

的に子ども達の関わりを持って活動してくださっ

ているところでございます。ソーシャルワーカーが

家庭訪問したり、病院受診に繋げたりとそれぞれの

子ども達の状況に応じて連携を図っているところ

でございます。 

20 ページをご覧になってください。令和６年度

のいじめの対策の案ということでありますので、説

明させてください。 

来年度、いじめ対策についてどのように行ってい

くかを記載しています。 

特に未然防止、自我ではわかる事業、楽しい事業

がベースになろうかと思います。そこをベースにし

た上で、居場所と絆がある学校が・学級づくりを行

ってまいりたいと考えております。特に学校では人

間関係づくりのプログラムに県をあげて取り組ん

でおります。本市では週１回、短時間ではあります

が、15分から 20分間のプログラムで継続してソー

シャルスキルを高め、自分の考えを相手に伝えるた

めのスキルを磨いたり、そういったことに取り組ん

でおります。 

学校のアンケートにつきましては、多くの学校が

年間３回から４回以上やって、定期的に子ども達の

状況を把握するように努めております。 

大きな２番で早期発見、各学校内の支援員の会議

を定期的に開いたり、特に事案が発生した時には、

ケース会議を開きながら、特別な検討について迅速

に動くなど検討しております。 

３番目の解決策につきましては、各学校の教育コ

ーディネーターに役割を位置付けておりまして、こ

の方々にスクールソーシャルワーカーですとか、ス

クールカウンセラーとの連携を図り対策を構築し

ております。 

（２）で書いてありますけども、指導の経過記録

はしっかり残すということ、年度替わりに学年が替

わるタイミングでしっかりと情報を引き継ぐ、学校

が小から中に替わるとき、中から高に替わるときに

も保護者さんと本人の同意を得ながら情報を次の

学校へ繋げていくとことを行ってまいりたいと考

えております。 

４番目に、市教育委員会・関係機関との連携強化

ということで、今年度もいじめ対策協議会を開催い

たしまして、広くご意見をいただきながら検討して

いきたいと思っています。 

○委員 大嶽 由美子 

いじめや不登校の問題は難しい問題で、２つ課題

があると思っています。１つにはジェンダーフリー

といったものもできましたけど、人と違うことがお

かしいという考え方が依然は強かったと思います

が、ちょっと人と違うことを言ったり、人と違う格

好をすると、それがいじめの対象となったりとか、

そういったこともあると思います。 

それから、一時期、飛躍してしまって運動会の時

にみんなでヨーイドンをして、一緒にゴールすると

か、みんな一緒じゃないといけないとする、極端に

取り組む時期もあったんですが、それぞれの出来る

ことを伸ばせばよいという考え方が最近は少し定

着してきた。なんでもかんでも一番じゃいけないと

いう考え方が変わってきたと思うんですけど、それ

でいろんなことが出来ないことが、また、いじめや

不登校に繋がっていくことがあったと思う。世の中

の考え方が、変わってきたことが、子ども達のいじ

めや不登校を変えていく原動力になるのではない

かと思うので、そういう考え方を持った教職員や保

護者が増えてきて欲しいなと思っています。 



- 10 - 

 

それと一番大きいのは、サポート体制が充実して

はきているんですけど、一番身近な教職員が日々ど

のような声掛けをしているかってことが、大きいの

で、ニュースにもなりましたけど、学校の担任が子

ども達を傷つけることを言ってしまったりだとか、

そういうことが絶対ないような、そういうような取

り組みを市教委が進めていっていただきたいなと

思っております。 

○委員 高井 郁朗  

いじめというのはひどくなった時には命までも

奪う大変な問題だと思います。自分が教職の現場に

いるわけではありませんので、豊後高田でどういう

雰囲気であるかというのが正確にはわかっていな

いので、いろんな本を読んで、いじめ関係の本を読

んで、いろんなことを思っているんですけど、一番

大事だと思っていることは、自分の考えをしっかり

持つということが大事、小さいうちから自分の考え

を持たないと、どうしても付和雷同してしまう、こ

の付和雷同を辞書で引くと、自分の考えをしっかり

してなくむやみに他人の意見に同調することと書

いていました。付和雷同というのが一番良くないと

思います。 

付和雷同してしまうと他人の意見に同調してし

まうばかりになったら、クラスならクラスで、どう

しても空気が出来上がってしまって、自分の考えが

ないばっかりに、強いものにどうしても巻かれたり

する。もう一つ、本を読んでわかったんですが、今

の若い人は、空気をとても尊重する傾向があって、

空気を壊したら悪いと、仲間同士の空気を壊さない

がために、自分の意見を引っ込めて、言わないとな

る。空気を大事にすることは良いこともあるかもし

れませんが、それが高じてしまうと異質な人をいじ

めの対象となりやすいとなってしまって、そうなら

ないためには、幼稚園ぐらいの小さいうちから、自

分としては違う、人と一緒じゃなくて、人と違って

自分の考えをちゃんと持つような教育をしないと、

いじめの雰囲気になってしまうんじゃないかなと

思っています。 

○委員 護城 和代 

今のいじめは陰湿的なことが多いかなと思って

いて、昔と違う。電子メールで送ったりとか、そう

いうのに学校側も気づきにくいこともあると思う

んですけど、ICT、タブレットを使って、少しでも

気付いて、子どもでもそういうのが無くなればいい

なと思います。 

不登校が続くと引きこもり等になってしまうと、

未来が明るくないので少しでも兆しを見つけて早

め早めに対応できれば子ども達には良いかなと思

います。 

○教育長 河野 潔 

学校の方も幼稚園からずっと、それぞれの年代に

応じた人間関係プログラムを作って、まずは、基本

は自分を大切にする感情、その感情を育てることが、

他者をも大切にすることにつながるというような、

そういう方向で今、進めているところであります。 

この問題の課題としては大きな課題であります

し、一つ一つ幼児期からしっかり育てることによっ

て、子ども達の成長・発達につながるということで、

現在、取り組んでいるところであります。具体的な

ことについては、教育委員会の方でいろんな参考例

を示していきます。 

○市長 佐々木 敏夫 

はい、それでは次に、５番目の「中学３年生の進

路状況について」事務局からお願いします。 

○学校教育課長 河野 政文 

 22 ページをご覧になってください。市長を中心

に高田高校の魅力化計画の取組みを行っていると

ころでございます。 

 現在、中学３年生の生徒数につきましては、176

名、１月現在の高田高校進路希望は市外も含め 128

名の希望者が高田高校に出ております。 

 その他の高校につきましては、特に部活動で進路

選択をしている生徒が多いようでございます。陸上、

野球、ソフトテニス、バスケットボールといったと

ころが主な進路先になっているところであります。 

 その他、英語の方の力をつけたいということで、

グローバルコミュニケーション科を選考したり、看

護科を選択したり、アニメーション科を選択したり

とした希望を持っている生徒がいます。あと大分工

業専門高等学校の希望、そして、通信制として、爽

風館高校やその他の私立通信制を希望している子

どももいます。県外では、陸上とか柔道で部活動を

希望しています。 

 県立高校の出願期間につきましては、13 日から
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19 日の来週の月曜日までとなっています。志願変

更につきましては２月 21 日から 27 日までとなっ

ておりますので、その間、大分高専も結果を踏まえ

ながら、進路指導を進めてまいりたいと思っており

ます。 

○委員 高井 郁朗 

 高田高校を存続させなければならないというの

が共通した認識だと思いますので、なんとか魅力あ

る学校にすることが大切だと思うんですが、そのた

めには先ほど市長があいさつのときに仰ったよう

に、まず、豊後高田市の人口を増やすということか

ら始めて、それから同時に高田高校をどうすれば魅

力があるかという２本立てでいく必要があると思

っています。 

○委員 護城 和代 

 高井さんが仰ったとおりだと思っています。 

 TMKの部活動についても、これから一緒になって

いければ、その流れで高田高校に行くんじゃないか

なと思っています。 

○委員 大嶽 由美子 

 私も同じように思います。市長が言われたように

高校生の授業料の無料化とか、市の独自の取組みが

一番大きいと思うので、そういうことも含めて、学

校としても高田高校の予算を楽しみにしていると

思うんですけど、ぜひ、これからもそういう方向に

してもらえたらと思っています。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、ありがとうございます。 

 それでは６番の「園児・児童・生徒数の推移につ

いて」事務局からお願いします。 

○学校教育課長 河野 政文 

 24 ページをご覧になってください。令和６年度

の園児・児童・生徒の見込の数について記載をして

おります。 

 表の右側に平成２９年度から令和６年度までの

小中学校の合計数をお示ししているところであり

ます。1,500人台を小中学校は維持しながら進んで

いっているところであります。 

 それから下段の方にありますので、幼稚園の数と

いうふうになっております。満３歳児も今年度から

受入れるようにしておりますので、誕生日になって

３歳になる子も徐々に出てきております。夢いろ幼

稚園では１８人、キラリいろ幼稚園では６人で受け

入れ可能な枠ができあがっております。そういった

形で幼稚園の方にもしっかり取り組んでいただき

たいというふうに考えております。 

 最後に下の表で、大分県の教育委員会から示され

ました各市町村の人口動態から見た５年後１０年

後の中学１年生の数ということで、豊後高田市の部

分だけ付けさせていただいています。市町村の令和

５年度の中１が１７６人でございます。５年後の中

１ということで、現在、令和４年度の小学校１年生

１７４人で５年後につきましては９９％でほぼ減

ることはないという形になっております。 

 そして１０年後になりますと若干は減りますが

９０％ぐらいの数で中学校１年生に入っていくで

あろうと、他の市町村から見ますと、あまり変動が

ないということが豊後高田市の状況となっていま

す。他の市町村につきましては、さらに子ども達が

減っていく形が見えられますので、今、豊後高田市

の取組みとしてはとても成果がでているんじゃな

いかと考えているところあります。 

 以上でございます。 

○委員 護城 和代 

 ５歳児、４歳児のところでは保育園が入ってない。

架け橋プログラムで、これからいろんなことを協力

していかなければならないと思います。 

○委員 大嶽 由美子 

 昨日、ニュースで聞いたんですけど、今年の出生

率はすごく低かったらしいです。コロナの関係で少

なかったということで、コロナがちょっと落ち着い

たので、もう少し人口も増えていくかなと思うんで

すけど、全体的には厳しいですね。さっき課長が言

われたように豊後高田の方はあまり減少しないと

いうことは、市長の取組みの成果が大きんじゃない

かと思うので、またよろしくお願いします。 

○委員 高井 郁朗 

 幼稚園、保育園も含めて小さい子供がたくさんい

るということは市に活気があるというか明るくな

る要素だと思います。高齢者も勿論長生きしてほし

いんですけど、それと同時に幼い子供の声がたくさ

ん飛び交うような市になっていただくように今後

とも同様に市長よろしくお願いします。 

○教育長 河野 潔 
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 先ほど幼児教育の部分で架け橋プログラムとい

うものを初めて聞いた方もおるんではなかろうか

と思います。幼児期から義務教育に入るまで、しっ

かりとそこが教育課程の中で繋がっていこうじゃ

ないかということで、現在、大分県で先行して豊後

高田市が実施しているところです。保育園の先生と

幼稚園の先生と小学校の低学年を持った先生と校

長がこの中の委員になって、この１年間でしっかり

と見取って、それをさらにつなげていこうと、大分

県下に広めていこうという取組みが、今、始まった

ばっかりです。そういう中で、豊後高田市の魅力に

繋がったらいいなと、地味な取り組みではあります

けども、おそらくしっかりと活きていくのではない

かと思っているところです。 

○市長 佐々木 敏夫 

 それでは、７番目の「教職員の人事異動方針につ

いて」事務局からお願いします。 

○学校教育課長 河野 政文 

 ２６ページをご覧になってください。 

 本年度から広域人事の見直しがございまして、そ

の説明をさせていただきます。 

 昨年度までは１０年以内に３地域を動かないと

いけないというルールでございましたが、来年度の

異動からは２人事地域ということで、２地域行けば

よいという流れになっております。 

 ただし、３年経てば異動できるパターンもありま

すし、本人の希望に応じて異動も行えるということ

になっています。 

 また、採用者で広域移動の対象となっている場合

も、見直し後のルールを適用しながら、３年経てば

異動の対象となるという形になっております。 

 ２番の方でありますが、おおむね４０歳から５５

歳以下の先生で、豊後高田市に連続して１２年以上

勤務している者につきましては異動の対象とする

というルールもできているところであります。 

（２）の異動の考え方としては、原則として近隣の

人事地域とするなど職員に過度な負担とならない

異動とし、異動先に人事地域についても勤務年数お

おむね３年とするということで、３年経てば、また

豊後高田市に戻って来れるというルールに変更し

ております。以上でございます。 

○委員 大嶽 由美子 

 この見直しは教職員にとって負担が少し減って

良い方向ではないかなと思っています。 

 これからもいろいろ改善していってもらえたら

と思っております。 

○委員 高井 郁朗 

 教職員が負担にならないように、私は３年、２年

が良いとか、２地域が良いとかはあまりよくわから

ないんですけど、とにかく魅力ある職場となるよう

に、教員は地域にとって大事ですので、魅力あるシ

ステムになるようにしてほしいと思っております。 

○委員 護城 和代 

 広域異動の見直しが入ると教職員も辞める方が

減るのではないかと思うので、市にとっても良いこ

とだと思っています。 

○市長 佐々木 敏夫 

 はい、協議事項は終わりましたが、総合的に意見

交換をしていただければと思います。 

 何かありますか。 

○文化財室長 板井 浩 

 はい、よろしいですか。 

 文化財室の板井でございます。 

田染地区の「朝日岩屋」、「夕日岩屋」の国の登録

記念物への登録についてご報告いたします。 

お手元にお配りしております２枚つづりの答申

についてと、今回答申された２つの岩屋の写真等を

付けさせていただいております。これにつきまして

は、報道等でご存じの方もおられるかと思います。 

昨年の 10月 20日、国の重要文化的景観「田染荘

小崎の農村景観」内にある「朝日岩屋」と「夕日岩

屋」の２件が、国の文化審議会の答申を受けまして、

近く国の名勝地に登録される運びとなりました。本

市においては、５～６年前から名勝に取り組んでお

り、既に登録を受けております「真玉海岸」、田染

の「鍋山（南屏峡）」の２つの登録の名勝地があり

ますが、今回、この２件が追加をされれば合計４件

となりまして、登録の名勝地として九州では最多と

なる見込みとなっております。  

この二つの岩屋につきましては、六郷満山のひら

かれた岩屋でありまして、近年では田染荘を眺望す

る視点場としても有名でございます。 

本市といたしましても、この名勝だけではなく、

多くの文化財がありますので、連携を図りながら交
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流人口の増についても、積極的に取り組んでいきた

い思っております。 

 以上で報告を終わります。 

○市長 佐々木 敏夫 

 特に聞きたいことがありますか。 

特になければ、これで、議題は終わりましたので、

進行を事務局にお返しします。  

○市総務課長 飯沼 憲一 

 はい、ありがとうございました。 

大変、皆さんお疲れ様でした。 

 以上を持ちまして、令和５年度第１回豊後高田市

総合教育会議を終了いたします。 

 大変ありがとうございました。 

（11:40終了） 

 


